
動物科学科 学習内容
学科の目標
イヌ・ウマなどの社会動物および肉用牛の飼育を通じて、飼養管理技術と知識、命を育む使命感と責任感を身に付ける。
また、社会動物の活用から、人と動物との共生を図ろうとする資質を養います。地域の希少種である美濃柴犬や木曽馬の
保存活動や、岐阜県のブランド牛である飛騨牛の繁殖・育成など、地域に貢献できる人材の育成を目指します。

身に付ける力（学科の３本柱）

目指す進路

国公立大学農学部、私立大学農学部、農業大学校、動物系専門学校進学

就職
牧場及び畜産業、畜産関連産業（ＪＡ、加工卸売業など）
動物関連産業（動物看護士など）
ヒューマンサービス（看護士、介護士など）

社会動物の飼育と活用実践力

動物の健康観察能力

乗馬技術

動物の生理生態に応じた
飼育管理技術

イヌのしつけ訓練技術

アニマルセラピー活動実践能力

肉用牛の飼育と経営能力

肉用牛の飼育管理技術

繁殖生理の知識と技術

人工授精、胚移植など
バイオテクノロジーの知識と技術

肉質改善による
経営改善能力

給与飼料の算出能力

地域資源の活用と地域貢献

地域の希少種･美濃柴犬
・普及と保存活動
・繁殖メカニズムの解明

共進会、和牛甲子園など
品評会入賞による

飛騨牛のPR

野鳥観察調査と
データ分析能力

野生生物調査と農業との関係の理解

地域の課題を
解決する活動実践能力

（グループによる調査研究活動）

取得を目指す資格
・愛玩動物飼養管理士２級、１級
・生物分類技能検定４級、３級
・家畜人工授精師（国家資格）
・日本農業技術検定３級、２級
・小型車両系建設機械 ・危険物取扱者丙種、乙４類


